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自閉的傾向の ある幼児の 他児 との 関係 に関す る
一
考察

　　○松井　剛太　　　　　　　　　　　　　　　　七 木 田　敦

　 （広島大 学大 学院）　　　　　　　　　　　　　 （広 島大学）

　 1、　 問題 と 目的

　 近年、ノ
ー

マ ライゼーシ ョ ン の 理念が社会に浸透し

て
、 統合保育は 日本全国の 保育所や幼稚園に広が り、

障害児保育の 主流となっ てい る。 しか し、現実には、

　「統合保育場面におい て 、 健常児にも障害児にも有効

に保育を行っ て い る保育所や幼稚園は少ない 」 こ とが

報告 されて い る （園山、1994）。

　 園山 （1994）は、統合保育を成功させるための 要因

の
一

つ と して、保育者の 専門性を挙げて お り、「保育者

がどの よ うに行動するかで 、統合保育の 有効性 は大 き

く左右され る」 と指摘して い る。しか し、実際 には保

育者は障害の理解や統合保 育につ い て熟知 してい ない

こ とが 多い （松 田 、
1982）。 以上の こ とか ら、保育者

が実 際の 保育現腸にお い て 障害に 関す る知識や統合保

育につ い ての 専門性を向上 させ ることが、1 つ の 大き

な課題 とな っ て い る。

　特に 、 自閉醐 頃向のある幼児は、他の障害児に比べ 、

その 扱い に くさが指摘され てお り、中で も、他児との

関係につ い て は、知的障害児よりも乏 し く、幼児期後

半か ら他児との 関係の 問題はかなり増加 して くるとさ

れて い る （Eric　Schopler、1993）。

　そ こ で、本研究で は、初めて 統合保育を実施 した幼

稚園にお い て、自閉的傾向の あ る幼児が 園の 環境に 適

応 して い く過 程 を観 察する，そ して、そ の 幼児が適応

してい く過程を 厂他児との関係」 とい う視点か ら分析

し、保育者 が求められ る配 慮に つ い て考察する。

2
、 対象児と対象園に つ い て

　本研究の 対象児は、1996年 4月 12 日生まれ の 自閉

的な傾向が あ るK （男）で ある。K は、障害児通園施設

G 園に通園後、4歳よりF幼稚園に入園 した。

　対象園は、障害児通園施設 G 園と F 幼稚園で ある。

障害児通園施設 G 園は、学童前の 障害児を対象に、少

人数ク ラス で 、主に 基本的生活習慣の 指導を個別 に行

なっ て い る。 F 幼稚園は、多人 数ク ラス で 友達とか か

わ りあい なが ら、個性をの びや か に育て る こ とを 目標

に して おり、K に対 し ては、　K の 所属ク ラス の 副 担任

で あ る S 教諭が大部分を支援 して い る 。

3、手続き

　K を対象に、著者が G 園 と F 幼稚園での 1 日の 活

動に対して参与観察を行い 、エ ピ ソー
ドを記録 した。

観察期間は、G 園に 2001年 3月 か ら 2001年 4月、F

幼稚園に 2001 年 4 月〜2001 年 12 月で ある。

4 、結果

　 K の 他児関係の 変化か ら、著者が 6 つ の 時期に 区分

した。以下、各時期におけるK の 様子を記す。

1）G 園期 （2001年 3月まで）

　K が障害児通園施設 G 園に通っ てい た時期 で あ る。

　K は この時期、他児に興味を示すこ とは少なく、自

分からかか わる こ とはなか っ た。また、他児か らの 働

きか けに応 じる こ とも ほ とん どな か っ た。

【エ ピソード1】物の受け渡 し （2001年 3月）

男児 A ：Kに近寄り、渡 したい ものを差 し出す 。

K ：そ っ ぽを向き、受け取らずに走 っ て い く。

2）第
一
期 （2001年 4月 10日〜4月 13 日）

　K が、F 幼稚園に入園した直後の 1週間で ある。

K は他児に対 して、自分か らか かわ りを持つ ことはな

く、同 じ場にい るこ とが耐えがたい ようだっ た。 自由

保育の 時間で は、K は常に他児がい ない 場所へ移動を

してい た。

【エ ピソ
ード2】おやつ 後のうがい （2001年 4月 13日）

S教諭 ：手洗い場へ 連れて行 く。

K ：S教諭 に従い、手洗い場へ 行っ て うが いをする。

他児大勢 ：手洗い 場へ ぞくぞくと集まる。

K ：手洗い場の 近くの トイ レへ 移動する。

3）第二 期 （2001年 4 月 16 日〜5 月 11 日）

　K が他児の 存在を意識 し始めた時期である。

この時期、K に対する他児か らの働きか aナが増 え、接

触の 機会は増えたが 、 不意に他児を叩くとい うように

K は他児を自分の活動を邪魔する存在と認識してい た

ようで、総 じて 不快感を示 してい た。 第
一
期 に続 き、

K が自分から他児 とかかわるこ とはなかっ た。

【エ ピソ
ー

ド3】お集まりでお話 （2DDI年 4月 20日）

円状に椅子を置い て座っ てい る。

隣の男児B ：Kに対 して、声をか けたり、体を触っ た

　　　　　 りする。

K ：男児Bの方をむこうとしない 。

男児 B ：さらに続ける。

K ：男児の手を振り払 い、肩にパ ンチ をする。

4 ）第三 期 （2001 年 5月 13日〜6月 8 日）

　K が 他児 に興味を持 ち始 めた 時期で あ る。
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S教諭が K と他児との 仲介役に な り、K が他児と共 に

遊ぶ機会を持て る ようになっ てか ら変化が み えは じめ

た。こ の 時期、K は、他児が遊ぶ様子 を遠くか ら観察

し て い た り、自分か ら近 寄っ てい っ た り とい う行動 を

する よ うに な り、他児に興味を持ち始め てい るよ うだ

っ 蔦 それ まで は、K に と っ て 邪魔な存在で しか なか

っ た他児だ っ た が、K が、笑顔をみせ て 、か かわ りを

楽しむ様子 も観察で きた。

【エ ピソ
ード4】おままごと （2aOT年 5月 21日）

他児複数 ：包丁で野菜を切っ ている。

K ：他児が遊んで い る所に入 っ て い く。 （S教諭が Kの

近くに付い て い る。）

K ：他児が遊ぶ様子をじ一っ と見て いる。

S教諭 ：「Kちゃんが包丁使いた いみたいで、さっ きか

らず
一

っ とみ て い るよ」 と他児に伝え る。

K：スー
っ と違う方へ 移動する。

K：戻っ て くる。

女児C ：包丁 をKt：渡す。

K：受け取り、花を切り始める。

5）第四 期 （2001年 6月 11 日〜7 月 19 日）

　プー
ル 遊び が ポイ ン トになっ た 時期 で ある。こ の 時

期、F 幼稚園で は、新た にプー
ル 遊びが増える。水遊

び が大好きな K は、プー
ル遊 びに没頭す る ようにな り、

他児 との かか わ りは減っ て い っ tc もともと水に対 し

て、あ る種の こだわ りを持っ てい た K は、プー
ル の 中

で 場を共有して はい るもの の 、ひ と りで遊ぶ こ とが多

く、他児との 目立 っ たか か わ りはなか っ た。そ うい っ

た こ とか ら、プー
ル 以外 で も他児との か かわ りが減っ

て い っ た
。

【エ ピソード5】プール 遊び （2001年 fi月 2ア日）

K：登園 してすぐ着替え、 プール に行き 、 遊，洗

他児大勢 ：プール に 入 っ て遊びだす。

K： 1人で遊ん で いる。

他児大勢 ：K以外の メ ン バー
で 遊ん で い る。

S教諭 ：プL ルの外から、Kに対して水をかけている。

　6 ）第五期 （20G1年 9月 1 日〜12月 12 日）

　
一

人遊びが多くな り始 め た時期で ある 。

　こ の 時期、K は
一

人遊びが多くな り、自由時間の 多

くを
一

人で過ご してい た。他児との か かわ りは、K の

世話を した が る特定の 他児との もの が多か っ 鳥 これ

は、他児が K と
一
緒 に遊ぶ とい う感覚で は ない 印象を

受けた。それ以外 には、K と他児との 目立っ た かか わ

りは なく、1 日 中 1 人で過 ごすこ ともあっ た、

【エ ピソ
ード6】自由保P 場面 （2eOl年 12月 5日）

K ：広場を徘徊する。

女児D ：「Kちゃん一
」 と後ろから抱きかかえて、座 ら

　　　 せる。

K ：なに もしない
。

女児D ：Kの頭をなで る。

5、考察

　K は、G 園期 に は他児 との か か わ りを ほ とん ど持た

なかっ た。 その ため、F 幼稚園で は、　 K が保育を受け

るにあ た っ て 、保護者は周囲の 他児とかか わ りを持っ

こ とを期待 して い 起 こ こ で は、K の 他児 との か か わ

りに 関 して 、K と S 教諭との 関係から考察す る 。

　K が F 幼稚園に入園して、第一
期から第二期にかけ

て 、K が他児との か か わ りを徐 々 に深めて い っ た こ と

は結果か らもわかる。しか し、第四期、第五期に入 る

と、K は他児との かかわ りをほ とんど持たなくなっ た。

　こ れに は、教諭の K に対する かか わ りが 関係 してい

る と考え られる 。
つ ま り、K が F 幼稚濁 に入園 して、

S教諭が K に付き添 う生 活が第
一
期か ら第三 期にか け

て よ く観察され起 他方、第 四期に は、K が プール 遊

びに没頭 して い たため、 S 教諭の か か わ りが K 児に伝

わっ て い たの かどうか疑問が残 る 。 また、第五期には、

S教諭は K が
一

人遊 び を十分に楽 しめ る よ うにする と

い う方針の もと、K と距離を置くように なっ て い る。

　この ように考えると、K が他児とかかわりを持っ と

き、自然 とS 教諭が K と他児との 仲介役 となっ てい た

の で はない だろ うか。
っ ま り、K と他児 との かか わ り

が減少 した
一

っ の 要因に、K と保育者との か かわ りが

減少 した こ とが考えられる。

　以上の結果か ら、統合保育の 中で 自閉的傾向の あ る

幼児に保育を行うときに、保育者は仲介役となり、自

閉的傾向の あ る幼児に対 して も、健常児に対 して も働

きか けをする必 要が あるこ とが示唆され鵡 特に、保

育者が一
人 の 幼児 に か か りき りに なる こ とは 難 しい こ

とを考えると、健常児に対 して、自閉的傾向の ある幼

児に 対する か か わ りを促 し、自らモ デル となるこ とが

求められるで あろう。

6、まとめ

　本事例で は、統合保育場 面 にお い て、保育者が障害

児と健常児の 仲介役となる こ との 重要性が示唆され 鵡

しか し、現状で は、保育者 1人 がそ の 囎 」を担 うの は

難 しい 。そ の た め、園全体 の 耳韻 の 障害児 に対 す る共

通 認識 を図 り、全園体制の もと保育を行うため に ど う

すれ ば よい か を今後 の 課題 と して考えて い きたい 。
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